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論 文 内 容 の 要 旨

本論文は,東南アジアの錫帯の両線に位置し,世界の主要な錫産地の一つとして知られるインドネシア

･バンカ島地域の錫鉱床について,鉱物学的 ･鉱床学的研究を行なった結果をまとめたもので,緒論及び

結論を含めて7章からなっている｡

第1章は緒論で,本研究に関連した従来の研究を展望し,本研究の目的と意義を明らかにしている｡

第2草では,バンカ島を含むスンダランドの地質構造について述べ,その発展段階の中での造山運動と

火成活動との関係,及び錫鉱化作用の時期などについて論じているOすなわち,スンダランドは古生代車

･後期から中生代後期にかけて激しい造山運動を伴いながら形成された大陸地塊であり,この造山運動に

伴って数回の花尚岩の貫入が行われたが,バンカ島地域の優勢な錫鉱床は三畳紀後期～ジュラ紀初期に貫

冬した黒雲母花梅岩に関連して生成されたものであることを明らかにしている0

1第3章では,バンカ島の地質と錫鉱床の産状について調査した結果を詳細に記述している.当地域にお

ける顕著な錫鉱化作用は花園岩体と既堆積岩との境界部に多く行われ,花嵐岩体中のペグマタイ トあるい

はグライゼン化帯中に錫石が生成されたものや熱水性の含錫石英脈からなる鉱床があることを明らかにし

ている.また,初生鉱床に由来する漂砂鉱床については,第四紀の海進の時期に河岸段丘や海岸付近に堆

積した洪積層または沖積層中に形成されたもので,原地堆積性及び崩横性鉱床,沖積性鉱床,海浜鉱床,

オフショア鉱床などからなり,その形成時期は第四紀更新世の中 ･後期にはじまり現世において完成され

たと推論しているム さらに,陸上にみられる漂砂鉱床は,花嵐岩からの距離が 5-6km 及び.9-10km

付近にそれぞれ鉱床分布の最頻値がみられ,13km 以上離れたところには鉱床は存在しないことを明らか

にし,漂砂鉱床の既存範囲を決定する際に必要な重要な手掛かりを与えている｡

第4草では,バンカ島の花嵐岩の化学分析,花尚岩及び黒雲母中の微量成分の分析を行い検討を加えて

いるOすなわち,当地域の花嵐岩の化学組成及びノルム長石成分をヨーロッパ ･アメリカ大陸及び日本の

錫を伴う花梅岩のそれらと比較しその特徴を明らか牢こしているoまた,錫を伴 う花尚岩中の Sn含有量は

4-10ppm,錫に不毛な花嵐岩のそれは 2-4ppm の範問にあるが,それぞれの黒雲母については,前者
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の場合は 330-420ppm,後者の場合は 50-60pp血 の範囲を示すことを明らかにし,黒雲母中のSnは錫

を伴 う花尚岩と錫に不毛な花梅岩とを識別するための有効な指標元素として利用できることを指摘してい

る｡

第 5章では,錫鉱床に産出する各種鉱物の綿密な研究を行い,東南アジアでは初産の含鉛フロレンス石

をはじめ,モチズ石 ･ゼノタイム･コロンブ石 ･含ウラーソジルコンなど40種以上の鉱物を同定すると共に,

漂砂鉱床中の粗鉱品位を明らかにし,未利用鉱物を回収利用するための重要な基礎資料を与えている｡

第6章では,錫石に含まれる各種の微量成分を調べ,微量成分の含有量と存在状態,.轡量成分と鉱床の

形式との関係,微量成分と磁性との関係などを詳細に検討し,それらの鉱物学的及び鉱床学的意味を明ら

かにしている｡すなわち,錫石中には微量成分として,Fe･Nb･Ta･W ･Zr･Ti･Co･Ni･Mn･In･

PdなどP諸元素が含有されているが, これらのうちには,Fe･Nb･Tiなぜのように同形置換の形で含

まれ錫石の藤子定数に影響を与えるものと,微細なコロンブ石 ･鉄マンガン重石 ･モナズ石の存在などか

ら知られるように独立鉱物として含まれるもの.とがあることを明らかにしている｡さらに,バンカ島産の

錫石中には深マグマ系鉱床に特徴的なNb･Ta･Zrなどが数量成分としてかなり含有されていることから,

当地域にみられる漂砂鉱床はペグマタイ ト･完成鉱床 ･高温熱水鉱床などの初生鉱床に由来するものと推

定している｡また,当地域の錫石には磁性を示すものがあることを兄い出し,かつこの錫石の磁性は,錫

石中の Fe含有量と磁性との問に相関がみられること,及び熱磁気測定の結果並びに加熱後の試料が赤褐

色を呈し α-Fe203楯の存在が予想されることなどから,錫石中に含まれる超顕微鏡的な磁鉄鉱にもとづ

くものであることを指摘している｡

第7章は結論で,以上の成果を要約したものである｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

本論文は,インドネシア ･パンカ島地域の錫鉱床の成因を明らかにすると共に,鉱床探査の指標並びに

未利用鉱物資源開発のための基礎資料を得るこ,とを目標に研究した結果をまとめたもので,得られた主な

成果を要約すると次の通りである｡

J(1) バンカ島地域の錫鉱床をもた･らした黒雲母花尚岩は三畳紀後期～ジュラ紀初期の貫入にかかるもの

であ【るが,-この花尚岩の化学組成については,つねに K20が Na30 より多 く含まれているはか,いわゆ

る pr.ed抑linailtgrぬitesに比べてやや SiO虫が多く,′Q†カr-Abダイアグラム上ではグライゼソ化領域

あるいはカ.)長石化領域におちる傾向があるこ七を明ちか臥した.1また,その花尚岩のノルム長石成分は

An∴成分.に乏しく,計-ロッパ ･アメ1)カ大陸の錫を伴 う花尚岩の値に近接し,日本の錫を伴 う花樹碧め

値とは大きく相違する･ことを明らかにした｡

(2) 花園岩及びそれを構成する黒雲母中の各種の微量成分の挙動を調べた結果, 錫を伴う花園岩中の

宅は,葡著わ場合は･330-420ppm∴後薯の場合は 50-⊥60ppmの範囲を示すととを明らかにし,黒雲母中

の SInは,錫を伴 う花樹岩と錫に不毛な花尚岩とを識別するための有効な指標元素として利用やきること

を背摘-した｡
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(3) 漂砂鉱床の綿密な鉱物学的研究によって,フロレンス石 ･モナズ石 ･ゼノタイム･コロンプ石 ･含

ウランジルコンなど40種以上の鉱物を同定すると共に,それらの性状並び粗鉱品位を明らかにし,未利用

鉱物資源開発のための重要な基礎資料を与えた｡また,フロレンス石は東南アジア地域では初産の鉱物で

あるが,その化学組成と結晶化学的性質から,本鉱物は Pbを多量に含有する新種であろことを明らかに

した｡

(4) 錫石中には微量成分として,Fe･Nb･Ta･W ･Zr･Ti･Co･Ni･Mn･In･Pbなどの諸元素が含

有されているが,これらのうちには Fe･.Nb･Tiなどのように同形置換の形で含まれ錫石の格子定数に

影響を与えるものと,微細なコロンプ石 ･鉄マンガン重石 ･モナズ石の存在などから知られるように独立

鉱物として含まれるものとがあることを明らかにした｡また,錫石中には深マグマ系鉱床に特徴的なNb･

Ta･Zrなどがかなり含有されていることから,当地域の漂砂鉱床は,ペグマタイ ト,気成鉱床,高温熱

水鉱床などの初生鉱床に由来するものと推定した｡

(5) 当地域の錫石には磁性を示すものがあることを兄い出し,かつこの錫石の磁性は,錫石中の Fe含

有量と磁性との間に相関がみられること,及び熱磁気測定の結果並びに加熱後の試料が赤褐色を呈しα-

Fe203相の存在が予想されることなどから,錫石中に含まれる超顕微鏡的な磁鉄鉱によるものであること

を指摘した｡

以上を要するに本論文は,実験的研究を主とする系統的な鉱床研究によって,インドネシア･バンカ島

地域の錫鉱床の成因を明らかにすると共に,鉱床探査のための指標並びに未利用鉱物資源開発のための〉重

要な基礎資料を授供したもので,学術上,実際上貢献するところが少なくない｡

よって,本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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